
弊社のコロナ対策としまして… 

今後もお客様と従業員の健康と安全を第一に考えながら、行政の方針や感染状況の動向に注視し、

予防策を実施しながらイベント開催を予定しております。ご来場の皆様にはご理解とご協力の程お

願い申し上げます。 

昨年 11月 9日ウインクあいちにてクリナップ表彰式があり、 

最高峰の賞であるプレミアム プラチナ賞をいただきました。 

スタートダッシュコンテストとは、4月～9月の半年間で、クリナ

ップの商品の売り上げを競うコンテストです。 

 賞は 5段階有り、 今回受賞した「プレミアム プラチナ賞」は、そ

の中で最高賞となり、東海エリアでは 6社のみとなります。 

これも平素より弊社をご愛顧いただいているみなさまの 

おかげであり、感謝申し上げます。 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ㈱花村材木店 
【ＴＥＬ】 ０５８－３９１－２１２６（代表） 

【ＦＡＸ】 ０５８－３９１－２１1２ 

【メール】 info@marumo-hanamura.co.jp 

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】http://www.marumo-hanamura.co.jp 

花村材木店    検索    羽島市竹鼻町狐穴 3285（栄町 3 丁目） 

昨年 10 月 15 日（土）『LIXIL ㋲花村フェア』を 

LIXIL 岐阜ショールームにて行いました。お客様に安心してご来場

いただくために今回も完全予約制での開催です。 

1 日限りのフェアでしたが 25 組と多くの方にご来場いただき 

ました。お見積りのお話も多くいただくことができ、中身の濃い  

フェアとなりました。 

昨年 9月 8日に、株式会社ジューテックの花上代表取締役社長、松田所長が 

弊社を訪問してくださいました。 

毎週月曜日の朝礼の際に花上社長より教わった心得を読み上げています。 

① 大きい会社より 良い会社をめざす 

② 不況でも崩れない安定的、持続的な成長ができる会社をめざす 

③ 社員の遣り甲斐を育む会社をめざす 

 

 

 

 

 

株式会社ジューテック 

事業内容：住宅総合資材及び工業用資材の 販

売、並びに施工付販売 

 
中央左：株式会社ジューテック 花上代表取締役社長 

左：株式会社ジューテック 名古屋営業所 松田所長 

中央右：弊社 花村社長 

右：弊社 佐部利副社長 
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ご来場いただき 

 ありがとうございました 

 

写真左：クリナップ株式会社 内山中部支社長 

写真右：弊社 福地常務 

協賛：株式会社ジューテック・株式会社 LIXIL 

mailto:marumo-hanamura@sage.ocn.ne.jp


 

現場管理を担当している水谷修です。 

この原稿を書いているのは 2022年 11月です。 

晩秋を迎えようとしている今日、この頃。 

この時期になるとわが故郷、祖父江（稲沢市）では「そぶえイチョウ黄葉まつり」

が開催されています。 

期間中はイチョウ林散策のほか、ステージイベント、特産品の販売など行われま

す。 

夜間にはイチョウの木がライトアップされ輝きを増し、幻想的な姿を見せてくれ

ます。 

もしお時間がありましたら鑑賞されてはいかがですか？ 

特に山崎地区がお勧めです。 

 

 

               

               

 

 

 

 

 

 

私の土地にもイチョウの木が 5 年程前には 15 本ありました。黄金色に色づい

た木々を眺めているだけでも時を忘れて見入ってしまいます。 

また、黄葉時期より少し前には銀杏の出荷を行っていました。 

幼少の頃には杵を振りかざし全て手作業で身と皮を分離させていました。今日

は機械が主流となっています。 
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趣味：食べ歩き     休日の過ごし方：★嫁探しの旅(独身) 
 

★おいしものを食べに行く 
特技：足が速い 

 
   

最後になりますが、銀杏は大量摂取す

ると中毒症状を引き起こし、下痢・嘔

吐などの症状を発症します。 

目安として大人は 1 日 10 個程度、子

供の場合は 5個以内です。 

 

 


